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漁業機械に閲する研究 I 

底曳船の綱取り装置について

小林喜一郎九五十嵐修蔵*.見上 隆克*.佐藤 秀雄市

S色udieson Fishing Gear I 

A七es色ofa rope coiler 

Kiichiro KOBAYA呂田， Shuzo IGARASHI， Takayoshi MrKAMI and Hideo SATδ 

Abstract 

Forもhepuヰ防自由 of∞，iling色heもowingw品中 ondeck withouも品nymanu晶1operatio田
whileh晶ulingin the neも，晶 newpi申伺 offishing gear has come inもouse on Jap岨制。
色，rawlers. 1色isωUed色herope winder or色herope coiler. 
The schem晶 ofもhecons'加lctionofぬisgear is shown in Fig. 1， andもheexperimental 
model used in our 1油ora'ωη 剛志 isshown in Fig.2. The purpωe of the test was色o
ascer伽inthe rel抗ionsbetw伺 nもhedi晶me加Irofもhecoil， D;色heh晶ulingspeed ofもherope， 
V; and色herevolution of the bend pipe， N. 
The resul旬畠reshown in Fig. 4 and summarized in the following formula: 

D=I/1t'・ V;N

The lengもhof the bend pipe，もheheighも品名 whichthe bend pipe is se色and色hes出血朗自
of色hero戸仰.胸medもoaffect the v晶，lueof VJN buもhadli悦，leeffect upon泊施品田町
of色hecoil. 

ま え 治f き

近時漁業における操業の合理化や省力化が進むにつれて，各種漁扮装置の油圧化，新しい作業機械

の採用などが次第に行なわれるようになってきた。以東底曳網漁業においても例外でなく，最も骨の

折れる作業であり， 且つ機械化が困難祝されてきたと ζろのウインチヘッドにより捲き揚げられた曳

網を入力でコイルしながら甲板上に置く作業の機械化が具現された凡なおp 機構的に同様な機械が

既に外国においても用いられている叫

かくの如き作業機を用いる場合， 漁船甲板のスペースと関連してコイルの直径の大小が問題になる

が，現在まで乙れについての実験は見当らない。そ乙で実用に供せられている作業機と略同様な機能

を有する実験装置を用い，揚網速度(ロープ送り速さ).曲管回転数及ぴコイル直径の関係、について実

験し，ー，ニの知見を得たのでζ~IL報告する。

なお，生産技術をより高めてゆくためにも現用の生産用具の具体的分析が必要であろうから，

続き現用の漁業機械について分析を行う所存である。

装 置

引き

実際漁船上に取付けられた装置は Fig.1の如くであるが， 本実験K用いた装置は Fig.2 le示さ
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I!ydrau!ic mOlor Piping of oiJ prcssure 

Fig. 1. Schematic自gureof the actual 
rope coi¥el' 

Fig. 2. Phoもographof apparaもus

1: Control g叫 rrotating the bend pipe 
2: F偶 drol¥er 3: Bend pipe 
4: Warp 

れている。 ロープはネ yトホーラー (無段変速機を介して電動機により駆動)1(より案内筒を通って

曲管 (60mmf硬質塩化ビニーJレパイプ製。ベンド角 350) 1(送り ζまれる。曲管も無段変速機を介

して電動機Iとより駆動した。

実際操業に使用されているロ ープは直径 30mm-40mmのマニラロ ープであるが.本実験11:用いた

ロープは直径 12mm及ぴ 20mmのマニラ ロープ二種である。

結果反ぴ考察

ロープの送り速さ (即ち揚網速度):Vを種々変えた場合の曲管回転数 N とコ イJレ直径 :0の関

係は Fig.3 1(示しである。横南uは曲管回転数 (r.p.m)，縦軸はコイル直径 (m)である。

これによると，ロ ープの送り速さ:V，曲管回転数:N及びコイル直径 Dの関係、について，曲管

の回転方向の相違(JlPちロープの撚り方向の影響)1(よる影響は無視できるようであるし， また曲管
の先端の床面上よりの百五きの影響も本実験の範囲では明らかてeとよい。 ζれらの関係を，より明らかに

するために， 横軸にロープ送り速さ/曲管回転数 V/N~X. 縦軸 11:コイル直後 Dをとってすべて

の実験値をプロフトすると Fig.4の如くなる。各点の重なりが非常に多いので，最高値と最低値を結

んで実験値がその範囲内にある ζとを示した。このよ うに実験値が重なり合う乙とは， 0とXとの関

係において，前述の如く ，曲管の回転方向の相違による影響， 曲管の床面上よりの高きの影響或いは

ロ{プの太さ(硬さ)による影響を無視しても良いζ とを意味しているものと思考される。また図中

の直線は O~l/1，， ' X を表わしたものである。乙れよりコイルの直径は，ロ ープ送り速さ /1泊管回転数

と直線的な関係にあり，上式によってあらわすことが可能であるように思考される。 なお， 式 O~

lh".Xの意味する所は甚だ常識的であり，曲管の1回転11:っき 1コイノレきれることを意味している。

ロープの撚りを もどきないような方向にI出管を回転きせ， 出l管の回転数と コイルの巻き数とを等しく

- 70ー



1967] ィ、林他: 漁業機械の研究

ml 
η2 

0.6 0.6 

E召ee0.4 3込 司付 0.4 
円'u 同o 

問ω 。

g 

0.2 
Rope dia ; 12mm 0.21 …;い
Height at which Height at which 

the bend pipe is sct ; 0.5m the bend pipe is set ; 0.8m 

0. 。
20 40 60 r.p.m 20 40 而 r.p.m
Rev. of bend pipe Rev. of bend pipe 

v=沢弘
6070 m 
ヨ‘ Mm 

0.6 

0.6 

F百d a4 

3 

0.2t Rope dia. ;20mm 

0. 

Height at which 
Rope dia. ;20mm 

the bend pipe is set; O.5m 
Height at which 

20 40 60r. p.m 
the bend pipe is set ; O.8m 

Rev. of bend pipe 。
20 40 面or.p.m 
Rev. of bend pipe 

Fig.3. Relω，ion beもweenrevolution of the bend pipe組 ddi畠me総Irof the coil 
・Cl∞加国rev. x: Coun旬rd∞初回rev. V: H叫 ing自:peedof色herope

.， 
'てコ

m 

O . 

コ 0.4。
υ 

0.2 

LO L5 ~O V/N 

Fig. 4. Relation beも，weenV fN and diam雌，rof the coil 
V; H畠ulingspeed of the rope N; Revolution of the bend pipe 

-71~ 



北大水産業報 [XVIII， 2 

すればうまくコイルされ，逆にうまくコイル

されるのは此のよなう場合のみである。

Fig. 5. Undesirable coiling ofもherope 
occured in側関功。.ve晶 ω北品位

value of V/N 

ロープ送り速さに比して曲管の回転数が小

さい， 即ち Xが或る値以上になると Fig.5

K示した如く，大きなコイルの中IL小さなコ

イルが生ずるようになる。また Xが或る値以

下になるとやはりうまくコイルされなくなる。

此のようにうまくコイルされるには Xが或る

範囲になければならない。此の範囲は曲管の

長さ， 曲管の床面上よりの高さ， ロープの硬

さなどに影響されるが本実験での Xの範囲は次の如くである。

12mm.ロープ 曲管の先端の床面上よりの高さ 0.5m

" 0.8m 

1.00三五X孟2.00

1.00三五X孟2.∞
20mm. ロープ " 0.5m 1.33孟X三五2.00

n 0.8m 1.33~五X孟2.40

下限は主として曲管の長さ及びロープの太さ(硬さ)に影響され，上限は主としてロープの太さ(硬

さ)及ぴ曲管の床面上よりの高さにより影響される。即ち曲管の長さが一定のとき，ロープが細い(軟

らかい)と曲管の高きが低くとも Xの下限をより小さくする乙とが可能であるし， ロープが太くなる

とXの範囲が小きくなる。此のような場合に曲管の高さをより高くすると Xの上限が伸ぴて大きくコ

イルさせる乙とが可能であると思考される.

要約

1) 底曳船の綱取り装置におけるロープ送り速さ(揚網速度):V，曲管回転数:N及ぴコイル直径:
Dの関係について実験考察した。

2) コイル直径:Dはロ{ブ送り速さIE血管回転数:V/N=Xと直線的な関係にあり， うまくコイ
Jレされるときは D=l/'It.Xであらわされる。

3) うまくコイルされる場合のロープ送り速さ/曲管回転数の値は或る範囲内にあり，その上限及ぴ

下限は曲管の長さ，曲管の床面上よりの高きp ロ{ブの硬さなどによって定まる。
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